
112 月集会（2024）

■日時・場所 : 12 月 22 日（日）　13:30 〜 16:30（開場 13:00）　
　　　　　　　　東京しごとセンター 地下 2 階講堂（東京・飯田橋）

■講演者・シンポジウムのパネリスト
　　　第 1 部  基調講演 
                         　　　　　栗原　俊雄さん（くりはら・としお　毎日新聞学芸部専門記者）
                      　　　　　　   「永遠の戦後」のために ~ 常夏ジャーナリズム

　　　第 2 部  シンポジウム（コーディネーター　古川　英一　JCJ 事務局長）
                    　　　　　     栗原　俊雄さん（同上）
　　　　　　　　　　　　中村　梧郎さん（なかむら・ごろう　フォトジャーナリスト ･JCJ 代表委員）
　　　　　　　　　　　　藤森　　研さん（ふじもり・けん　元朝日新聞論説委員 ･JCJ 代表委員）

 
　　　　　　　　　■タイムスケジュール
　　　13:30　開会挨拶　　
                      　　　　　　司会　谷岡  理香（JCJ 運営委員）
　　　 
　　　13:35　第 1 部　基調講演・栗原   俊雄さん　「永遠の戦後」のために ~ 常夏ジャーナリズム」 

　　　  　　　　　　         ~ 10 分間休憩 ~ 

　　　14:45　第 2 部　シンポジウム　    コーディネーター　古川英一（JCJ 事務局長）　　
　                     　　　        藤森　 研さん　問題提起（25 分） 
　　　　　　　　　　         中村  梧郎さん　問題提起（25 分） 
　　　　　　　　　　        栗原  俊雄さん　　　　　　 

　　　　　　　  　                  ★会場からの質問は質問用紙で受け付け
 

　
　　　16:25　12 月集会 JCJ アピール 

　　　16:30　閉  会　　　　
　　　　　　　　　　※集会終了後　会場近く「土間土間  飯田橋店」で懇親会を開催 
 

■賛同団体 : 日本マスコミ文化情報労組会議（MIC）、マスコミ市民、メディア総合研究所、 
　　　　　　 放送を語る会、沖縄・琉球弧の声を届ける会　　　　　　

なぜ戦争を止められなかったのか
　                          　―― 戦後８０年を前に

戦争反対、平和を築く

ＪＣＪ 　12月集会

ＪＣＪ （日本ジャーナリスト会議） は戦後８０年へ向けた取り組みの第２弾として８月
集会に続いて１２月集会を開きます。 過去の過ちを検証し、 軍拡へとひた走る国の
動きをくいとめるためにはどうしたらよいのかを考えます。  
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第２部シンポジウム・レジュメ

①「永遠の戦後」のために ~ 常夏ジャーナリズム　　　 栗原 俊雄さん　 
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412 月集会（2024）

　1. 大きな分岐点は、満州事変（15 年戦争の開始）

　　　「普選と軍縮」を唱えた朝日等が、軍事行動追認へ社論転換

　2. 転換の原因　　長期・中期・短期的要因の複合が臨界に達した

　　（1）長期的要因 = 絶対天皇制（白虹事件）　軍部　私企業制

　　（2）中期的要因 = 大正デモクラシーの限界　「国民的」新聞に

　　（3）短期的要因 = 右翼・軍の圧迫　不買　国民的孤立への恐怖
 

　3. いま、何が変わり、何が変わっていないのか

　　絶対天皇制と軍部は、憲法上は消滅。私企業制は変わらない

　　戦後民主主義　メディアは多様化　右翼は退潮　孤立恐怖は残る

　　非戦のため憲法体制は格段に有利に。変わらぬはメディアの体質 

　4. 日本のメディアが戦争に抵抗するため、いま何が必要か

　　（1）社内民主化　　  重役公選　ガンは「編集権」　韓国先進例　

　　（2）意識改革　　　「わが国」観　権力への姿勢　「変革は…」　　

②新聞は、なぜ戦争を止められなかったのか　 
　　　　　　　　　　　　        日本の 15 年戦争の場合  　　　藤森　研さん　　　　　　
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③日本はアジア太平洋戦争をどう顧みたのか（要旨）　    　 中村 梧郎さん　 

■本土決戦は日本国民をジェノサイドに陥れようとするものだった。「一億総特攻」と。

■報道報国 / 新聞も兵器なり
これは戦前の新聞の側のスローガン。柳条湖事件。一斉に満州侵略支持に転じた。

■戦後の苦闘例、引揚げ体験 :
私は北京生まれである。父は企業の北京支社にいた。5 歳の私は “ 引揚げ者 ” というより難民の子
であった。連日、略奪と飢餓に曝された。日本軍は真っ先に逃走していた。彼らは国民を守らない。

■日本のベトナム侵略
5 年にわたる日本軍のベトナム侵略を、日本は戦後の報道でも教科書でも全くと言っていいほど触
れなかった。　< ベトナム（民主共和国）独立宣言 > は :「1940 年、日本軍がインドシナを侵略し
た。以来、わが民族はフランスと日本という二重の枷をかけられてきた。…日本が連合国に降伏し
たとき、私たちは、日本からベトナム国を取り戻したのである」

■アメリカのベトナム侵略 :
日本では 1960 年以降と報じるが、実際は 1954 年以降。仏軍敗退と同時に米は傀儡政権を樹立。

■侵略戦争について考える
「我が方が圧倒的に強い」と信ずる側が侵略を開始する。抵抗せざるをえない側は反撃する。反撃
は正しい。だが侵略者は抵抗者をテロリスト犯罪者だと呼ぶ。「戦争反対」と言って、侵略者とそ
れに抵抗するレジスタンスを同列に置いて非難して良いのか。

■記者が狙われる
戦場で記者たちは狙われる。残虐行為を暴くからだ。ガザでは 1 年で 140 人以上が殺された。

■ベトナム戦争での敗北はメディアのせい
そう考えたレーガン大統領は自由な取材をさせない「ディーヴァー・ルール」を捻出、戦場では取
材も撮影も軍に従うべしと定めた。プール取材方式は後に、より厳しい EMBED 規制となった。

■日本のメディアは
戦前の日本の新聞は「報道報国」を掲げた。現在の日本は ?　・大手メディア幹部が政府委員となっ
ている。読売の社長、日経の顧問、朝日の元主筆など。権力の腐敗の監視ではなく、国民にどう軍
拡を周知させるかと論議……読売 :「メディアにも防衛力強化の必要性について理解が広がるよう
にする責任がある」と。戦前の新聞同様、報道報国の現代版が進む。

戦争法（安保法制）強行採決から 9 年、戦争へのステップが固まりつつある。それを拒む意思を、
メディアがより強く論ぜられないものか。
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　今から 83 年前の 12 月 8 日、日本海軍の真珠湾奇襲攻撃で、太平洋戦争
が始まりました。中国での戦争が膠着化するなかで、ラジオの勇ましい大
本営発表のニュースに多くの国民が熱狂し、この戦争を支持しました。そ
の 3 年 8 カ月後に、多くの人が犠牲になり、国土が焦土化し敗戦を迎える
ことを、この時、予想した人はほとんどいなかったのではないでしょうか。

　しかし、歴史を振り返れば、そもそも初めから勝目などない戦争である
ことを知りながら「勝つだろう」などと空虚な希望的観測のもとに、軍や
政府が戦争へと踏み込んでいったことを知ることができます。人のかけが
えのない命や暮らしを戦火に投げ込んだ権力者たちに、大きな怒りを覚え
ます。そして、無批判に軍に雷同し、事実を伝えず、率先して国民を戦争
に駆り立てていった当時の新聞、ラジオといったメディアの責任の大きさ
も、改めて指摘するまでもありません。

　私たちは、もう間もなく戦後 80 年、という節目を迎えます。「もはや戦
後ではない」とする言説もありますが、次の戦争を起こさないためにも「戦
後〇年」という区切りは、大事な防波堤の役割を果たすのではないでしょ
うか。

　一方で戦後 80 年の 2025 年は、集団的自衛権の発動を可能にした安保法
制が成立してから 10 年になります。“ 安倍一強 ” の自公政権が進めてきた、
日本を「戦争ができる国」にする政策は、ついに「敵基地攻撃能力」の保
持に至り、防衛費が大幅に増額されるほか、米軍の基地負担に苦しむ沖縄
には追い討ちをかけるように自衛隊の新しい基地や施設が次々に建設・整
備されています。

　「二度と戦争のために、ペン、カメラ、マイクを持たない」との決意のも
とに設立された日本ジャーナリスト会議（JCJ）は、軍拡に抗い平和を守
る取り組みとして、8 月集会を開催したのに続き、本日ここに 12 月集会
の場を持ちました。今回のテーマは、「なぜ戦争を止められなかったのか」。
集会での講演・シンポジウムを通して、この問題を考えることは実はコイ
ンの表裏のように「どうすれば戦争をくいとめられるのか」を考えること
にもつながりました。過去から学び、二度と戦争への道に踏み込んではな
らない、そのために私たちが、日常の中でできることは何なのか。

　JCJ は本日の 12 月集会の成果をもとに、来年の戦後 80 年も引き続き「戦
争の準備」ではなく「平和の構築」を目指して、市民のみなさまと一緒に
活動を進めていきます。

　　　　　　　　2024 年 12 月 22 日　　日本ジャーナリスト会議（JCJ）

【JCJ12 月集会アピール】戦争をくいとめるために


